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恒
子

材料（４人分）

　虫歯ができてしまったら治療
しなければ治りません。特に、
子どもの虫歯は進行が早いので、
早めに治療することが大切です。 
　そこで、平成10年４月から「む
し歯のない子」の対象児に治療
を終了したお子さんも含まれる
ことになりました。ぜひ、虫歯
があるお子さんも３歳６カ月児
健診までに、虫歯を治してメダ
ルをもらいましょう。 

�　健康推進課　022－1362

虫歯を早く治して 
メダルをもらおう！ 

今回の３歳６カ月児健診で 
虫歯のなかったお子さんです。 
ずっと健康な歯でいてね！ 

平間　詩織ちゃん （白川津田） 

佐藤　　響ちゃん （大川町） 

尾本　大輝くん （東町） 

安藤　陽香ちゃん （東町） 

平間あかりちゃん （外川原） 

石川　千尋ちゃん （越河） 

山口　彩人くん （寿山） 

石岡　　静くん （上久保） 

草野　亨介くん （南町） 

加藤　　葵ちゃん （大平中目） 

齊木俊太郎くん （鷹巣） 

田中　琉偉くん （白石沖） 

佐藤　未来ちゃん （城南） 

山田　静馬くん （旭町） 

遠藤　裕太くん （越河五賀） 

遠藤　　舞ちゃん （北無双作） 

齋藤りりあちゃん （福岡長袋） 

　橋あかりちゃん（南町） 

櫻井　竜人くん （東大畑） 

佐藤　大和くん （福岡長袋） 

久保田広大くん （福岡蔵本） 

向山　侑来くん （東町） 

健
康
一
口
メ
モ 

― 

武田医院　院長

武田　直良

我
が
国
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
、

依
然
と
し
て
第
１
位
を
占
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
が
ん
に
か
か
る
人
は
現
在

４
人
に
１
人
の
割
合
で
す
が
、
加
齢
と

と
も
に
次
第
に
そ
の
数
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
が
ん
の
発
生
は
分
か
ら
な

い
事
が
多
い
の
で
す
が
、
最
近
に
な
っ

て
少
し
ず
つ
解
明
さ
れ
、
そ
れ
が
予
防

に
役
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

が
ん
の
予
防
に
は
、
１
次
予
防
と
２

次
予
防
と
が
あ
り
ま
す
。
１
次
予
防
は
、

が
ん
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
た

食
事
と
、
適
度
の
運
動
と
い
っ
た
生
活

習
慣
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
な
お
、

以
前
米
英
両
国
の
が
ん
研
で
発
表
し
た

「
が
ん
予
防
15
カ
条
」
を
、
参
考
の
た

め
に
列
記
し
て
み
ま
し
た
。

①
食
事：

主
に
植
物
性
の
食
物
を
選

ぶ
。
②
体
重
維
持：

Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
注
）
を

18
・
５
〜
25
・
０
に
維
持
し
、
成
人
に

な
っ
て
５
㎏
以
上
体
重
を
増
や
さ
な

い
。（
注
）
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
、
肥
満
度
を
表

す
指
数
で
体
重
（
㎏
）
を
身
長
（
Ｍ
）

の
２
乗
で
割
っ
た
数
字
で
22
が
標
準
で

す
。
③
運
動
の
維
持：

１
日
１
時
間
の

活
発
な
歩
行
と
、
週
最
低
１
時
間
の
激

し
い
運
動
を
行
う
。
④
野
菜
・
果
物：

豊
富
な
種
類
の
野
菜
果
物
を
１
日
４
０

０
〜
８
０
０
ｇ
食
べ
る
。
⑤
他
の
植
物

性
食
品：

豊
富
な
種
類
の
穀
類
・
豆

類
・
根
菜
類
を
１
日
６
０
０
〜
８
０
０

ｇ
食
べ
る
。
⑥
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料：

勧

め
ら
れ
な
い
。
飲
む
な
ら
ば
、
男
性
は

１
日
２
杯
以
下
、
女
性
は
１
杯
以
下
に

控
え
る
。
１
杯
は
ビ
ー
ル
２
５
０
ml
、

ワ
イ
ン
１
０
０
ml
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど

は
25
ml
相
当
。
⑦
肉
（
牛
・
豚
・
羊

肉
）：

１
日
80
ｇ
以
下
。
魚
肉
・
鶏
肉

の
方
が
よ
い
。
⑧
全
脂
肪：
動
物
性
脂

肪
食
品
の
摂
取
を
控
え
、
植
物
性
脂
肪

を
適
度
に
摂
取
す
る
。
⑨
食
塩：
成
人

は
１
日
６
ｇ
以
下
。
調
味
料
に
は
ハ
ー

ブ
や
ス
パ
イ
ス
を
使
う
。
⑩
貯
蔵：

カ

ビ
毒
汚
染
の
可
能
性
の
あ
る
長
期
貯
蔵

の
食
品
は
食
べ
な
い
。
⑪
保
存：

腐
敗

し
や
す
い
食
品
は
冷
凍
保
存
す
る
。
⑫

添
加
物
・
残
留
物：

適
切
な
規
制
下
で

は
問
題
な
い
。
⑬
料
理：

焦
げ
た
食
品

は
食
べ
な
い
。
⑭
栄
養
補
助
食
品：

勧

告
の
他
項
目
に
従
え
ば
、
摂
取
不
要
。

⑮
た
ば
こ：

吸
わ
な
い
。

次
に
２
次
予
防
は
、
早
期
発
見
し
早

期
に
治
療
し
て
が
ん
死
を
予
防
す
る
こ

と
で
す
の
で
、
毎
年
検
診
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

「
が
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
」

最
近
、
相
談
に
見
え
る
方
の

中
に
は
、「
う
ち
も
当
た
っ
た
」

な
ど
と
、
架
空
請
求
に
余
裕
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
方
も
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
「
夜
も
眠

れ
な
い
」「
食
事
も
の
ど
を
通

ら
な
い
」
と
い
っ
た
方
も
多
い

よ
う
で
す
。
よ
り
安
心
し
て
消

費
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、「
架

空
請
求
」
に
つ
い
て
再
度
お
話

し
ま
す
。

一
昨
年
ご
ろ
か
ら
、「
心
当

た
り
の
な
い
支
払
い
請
求
を
受

け
た
」
と
い
う
相
談
が
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
請
求

内
容
は
、
サ
イ
ト
管
理
者
や
債

権
回
収
業
者
を
装
っ
た
者
が
、

不
特
定
多
数
の
人
に
対
し
て
、

「
利
用
料
金
」、「
遅
延
損
害
金
」、

「
回
収
代
行
手
数
料
」
な
ど
の

名
目
で
、
支
払
い
を
請
求
す
る

通
知
を
は
が
き
や
封
書
、
電
子

メ
ー
ル
な
ど
で
一
方
的
に
送
り

付
け
た
り
、
受
け
取
り
人
の
自

宅
や
会
社
ま
で
請
求
に
出
向
く

か
の
よ
う
な
内
容
を
記
載
し
、

恐
怖
感
を
与
え
る
こ
と
な
ど
し

て
、
お
金
の
振
込
み
を
強
要
す

る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
な
、
全
く
根
拠
の
な
い

詐
欺
的
な
請
求
の
こ
と
を
、

「
架
空
請
求
」
と
い
い
ま
す
。

も
し
、「
架
空
請
求
」
が
届

い
た
ら
、「
支
払
わ
な
い
」「
相

手
に
連
絡
し
な
い
」「
無
視
す

る
」
こ
と
が
最
善
策
で
す
。
無

視
し
た
結
果
、
自
宅
や
会
社
に

押
し
掛
け
ら
れ
た
り
、
裁
判
を

お
こ
さ
れ
た
と
い
う
報
告
は
聞

い
て
い
ま
せ
ん
。
逆
に
、
は
が

き
を
見
て
連
絡
し
た
た
め
に
、

何
度
も
請
求
の
電
話
が
来
た
と

い
う
相
談
や
報
告
が
あ
り
ま
す
。

■
対
処
方
法

（
身
に
覚
え
が
な
い
時
）

①
ハ
ガ
キ
（
封
書
）
の
場
合
は

「
無
視
」。
相
手
か
ら
の
要
求
に

連
絡
し
な
い
。

②
メ
ー
ル
の
場
合
も
「
無
視
」。

保
存
可
能
で
あ
れ
ば
メ
ー
ル
を

保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
電
話
の
場
合
は
、
こ
ち
ら
か

ら
名
前
、
住
所
、
年
齢
な
ど
の

情
報
を
言
わ
な
い
。
電
話
に
出

る
と
き
「
は
い
、
も
し
も
し
」

な
ど
と
、
名
前
を
名
乗
ら
な
い

よ
う
に
す
る
。
電
話
会
社
の
迷

惑
電
話
や
迷
惑
メ
ー
ル
を
排
除

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

D o you know?

く
ら
し
の 

ヒ
ン
ト 

「
架
空
請
求
に
ご
注
意
」

〜
身
に
覚
え
の
な
い
最
終
督
促
状
〜

G
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
室

0
２
２
―

０
７
８
３

（
相
談
日
　
月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お
　
な
　
や
　
み

■病理医は質の高い医療の提供に貢献しています

患者さんが病院に来院されると、適切な治療のために
適切な診断が必要になります。｢病理診断｣は、最終診
断として大きな役割を果たしています。
患者さんの体から採取された病変の組織や細胞からガ

ラス標本を作り、この標本を顕微鏡で観察して診断する
のが病理診断です。病理診断には、｢細胞診断｣、｢生検
組織診断｣、｢手術で摘出された臓器や組織の診断｣、
｢手術中の迅速診断｣、｢病理解剖（剖検）｣があります。
診断結果は主治医に報告され、治療に生かされます。病
院に病理医がいることは、より質の高い医療を提供する
ことにつながり、常勤の病理医がいるかどうかが、病院

⑧病理部のご紹介

公立刈田綜合病院紹介公立刈田綜合病院紹介
――思いやりのある良質で信頼される医療を目指して ――

G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145G公立刈田綜合病院　025-2145
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山
口
病
理
部
長
（
左
端
）
以
下
、

検
査
科
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

▲

選びの一つの指標になっています。
当院は、県内でも数少ない常勤の病理医がいる病院で
あり、全国でも数カ所しか行われていない、患者さんへ
の専門医による病理診断の説明 ―切除・摘出された臓
器や組織細胞所見をテレビモニターなどで分かりやすく
説明―を実施している病院の一つです。




